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令和年熊本地震と岩手県内の活断層

今後は市の医療施策など協議
地域医療
検討会議 第回会合で中間とりまとめ
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受変電設備ほか改修設計公告
県医療局
・宮古病院 申請期限は月日正午

農業農村整備の城内
地区２号業務を公告

＝　県久慈審査指導監　＝

（昭和年　　月日
第　　種郵便物認可）

　
　※いわて防災学教室のバックナンバーは、
岩手大学地域防災研究センターのホームペー
ジ「公開情報」で閲覧できます。

　図．布田川断層帯および日奈
久断層帯の活断層分布と平成年
および令和８年熊本地震の震央位
置。活断層の分布は、地震調査研
究推進本部の資料から作成。

　図．岩手県内の主な活断層と
過去の大地震の震央と地震断層が
生じた区間。活断層の分布は、地
震調査研究推進本部の資料から作
成。

　月日時分頃に熊本県熊本地方の深さ
㎞においてマグニチュード．の地震が発生し、
熊本県宇城市および氷川町で、最大震度を記録
した（以下、マグニチュードはＭとする）。今回
の大地震を発生させた日奈久断層帯は、熊本市の

南東部から南西
の方向に向かっ
て八代海まで延
びる全体で約
㎞にもおよぶ長
い断層帯である
（図）。日奈
久断層帯は、北
側から高野―白
旗区間、日奈久
区間、八代海区
間の三つに区分
されているが、
今回の地震で
は、それらのう
ち、高野―白旗
区間と日奈久区
間がずれ動いた

ことによる。実際に、地震直後の調査から、熊本
県御船町高木から八代市平山新町付近にかけての
㎞以上にわたって（地表）地震断層が連続的に
確認されている。地震断層は、地下の震源付近で
生じた岩盤のずれが地表にまで達して、地盤のず
れを発生させているものであるから、その地震断
層の地下では活断層（震源断層）が確実にずれ動
いている。報告によると、今回の地震に伴う地震
断層は、右横ずれが最大でｍ、上下のずれも最
大でｍに達する地点が確認されており、高速道
路や新幹線などの交通インフラにも大きな被害を
与えている。
　年前に発生した平成年熊本地震（Ｍ．）
は、布田川断層帯と日奈久断層帯とが鋭角に合わ
さった付近を震源としており、布田川断層帯のう
ち布田川区間と宇土区間の東側の一部が主にずれ
動いている。また、日奈久断層帯の高野―白旗区
間の一部においても地表地震断層が確認されてい
るため、これらの区間も活動していると考えられ、
地震時に出現した地震断層は㎞以上に及ぶ。
　活断層が地震を発生させる際には、活断層帯全
体が一つの地震で動く（破壊する）と考えられて
いる断層帯もあるが、セグメントとも呼ばれるい

くつかの区間に
分かれて、活動
する場合もあ
る。また、隣接
する活断層帯や
セグメントが活
動すると、隣の
活断層帯やセグ
メントが活動し
やすくなる場合
もある（活断層
の分布の方向と
ずれのタイプに
よっては、隣接
していても動き
難くなる場合も
ある）。
　平成年と令
和年の熊本地
震が隣接した活
断層帯およびセ
グメント（区間）
で、活動したことから考えると、岩手県周辺では、
横手盆地東縁断層帯および真昼山地東縁断層帯、
雫石盆地西縁断層帯、北上低地西縁断層帯に関し
て、近年発生した地震との関係を考えると注意が
必要である（図）。
　横手盆地東縁断層帯および真昼山地東縁断層帯
では、年にＭ．の陸羽地震が発生しており、
両断層帯の北部（田沢湖東側の生保内（おぼない）
断層の一部も含めて）には地震断層が生じている。
しかし、両断層帯の南部では、地震断層は確認さ
れていないため、両断層帯の南部は年の地震
では活動していない、いわゆる割れ残りと考えら
れる。

　雫石盆地西縁断層帯では、年にＭ．の岩
手県内陸北部の地震が発生している。地震断層は
雫石町篠崎付近で確認されたが、．㎞程度の区
間であった。また、余震分布も断層帯北部を中心
としている。さらに、断層帯全体がずれ動いた場
合、Ｍ．の地震を発生させると考えられるため、
年のＭ．の地震はそれに比べてはるかに小
さい（Ｍの数値では、．しか違わないが、地震
が発生させるエネルギーで考えると分のにも
満たない）。よって、雫石盆地西縁断層帯の一部
が破壊を生じたに過ぎず、同様に割れ残りが存在
する可能性が高い。
　北上低地西縁断層帯の地下では、有史に大地震
を起こしたという記録はないものの、年の岩
手・宮城内陸地震が断層帯の南西側で発生してお
り、この地震に伴う地震断層は震源の東側に出現
している。地震断層は断続的ではあるが、㎞程
度の区間で確認されている。余震もＭ．の震源
から北北東―南南西方向に約㎞以上にわたって
分布しており、栗駒山の南側から胆沢川の付近に
まで（北上低地西縁断層帯の直近まで）達するこ
とが分かっている。
　陸羽地震からは年経過しており、人間の時
間感覚からすると昔の地震であると考えてしまう
が、地形学・地質学の時間スケールからすると、
それほど長い時間ではない。また、過去に大きな
地震を発生させているから、しばらくはその周辺
で大きな地震は発生しないとは考えにくく、むし
ろ隣のセグメント（区間）や隣接する断層帯では、
大地震を発生する可能性があるため、岩手県内の
活断層に関しても決して楽観視はできない。

（　８　）２０２６年（令和８年）８月２６日　　　（水曜日）

地域医療検討会議の第回会合

　県医療局は日付で、条件付一
般競争入札で実施する「岩手県立
宮古病院受変電設備及び非常用発
電設備ほか改修工事設計業務」を
公告した。参加申請書の提出期限
は月日正午。入札は同月日
に予定されている。（関連面）
　業務対象施設は、宮古市崎鍬ケ
崎第地割番地に位置する宮
古病院。委託期間は日間を予
定している。
　特記仕様書で示されている施設
の条件などを見ると、延べ床面積
は万．平方㍍（既設建物）。

主要構造は、鉄骨鉄筋コンクリー
ト造一部鉄筋コンクリート造で、
地下階、地上階建て、塔屋
階で構成される。
　同業務では、同病院の各種電気
設備に係る改修工事に向けて、設
計を実施する。施工内容としては、
受変電設備改修工事、非常用発電
設備改修工事、無停電電源装置改
修工事などが想定されている。
　予定工事費は億万円
（税抜き）。建設工期は未定で、
委託業務において概略工事工程表
を作成することとしている。

　県北広域振興局久慈審査指導監
は日付で、簡易総合評価落札方
式（簡易型）で実施する「農業
農村整備事業調査城内地区第号
業務委託」を公告した。入札参加
希望者は、入札参加申請書を電子
入札システムにより月日正午
までに提出すること。入札につい
ては、日に予定されている。
　業務対象地域は洋野町種市地
内。履行期間は年月日ま
でと設定されている。
　同業務では、ほ場整備事業を計
画している城内地区（同町）にお
いて、事業計画を策定するための
数値地形図（地図情報レベル）
を作成する。
　主な業務内容は、数地図化．
平方㌔、級水準測量．㌔、一
筆田面標高測量．平方㌔などと
なっている。

　奥州市が地域医療体制の再構築
に向け、郷右近浩市長と地域医療
関係者が対話する場として設置し
た地域医療検討会議の第回会合
は日、奥州市役所で開かれた。
今回は、これまでの会議で出され

た意見を踏まえた中間とりまとめ
を行ったほか、今後のスケジュー
ルが示された。
　開会に先立ち、郷右近市長は
「さまざま活発な意見をいただき
ながら、市内の必要な医療や将来

の医療需要の試算
をいただいてき
た。これらを基に
最終とりまとめを
していく前段とし
て、今回、中間と
りまとめに向かう
会議としていきた
い」とあいさつし
た。
　意見交換は、非
公開で実施され
た。中間とりまと

めの内容をはじめ、当日出された
意見などは、各委員の了承を得た
後に市ホームページに公表する予
定。加えて、市議会の９月定例会
で、議員からの一般質問のタイミ
ングなどで、内容に関して示すこ
とも考えられるとしている。
　市では、新医療センターに関し
て、現在の整備基本計画を一旦中
断し、実質的に事業を凍結。地域
医療の在り方をゼロベースから再
検討する方針を示している。地域
医療体制の再構築に向けた今後の
進め方の一つとして、地域医療関
係者と対話する場を設定した。
　会議は、市、奥州医師、管内の
県立病院、民間病院、市立の
総合水沢病院とまごころ病院で組
織するほか、オブザーバーとして
県奥州保健所、県健康福祉部、県
医療局が参加。公立と民間の医療
機関の役割分担や連携の在り方、
進め方などについて意見交換し、
一定の方向性を見出していく。
　月から始まった会議は、これ
までに回開催。▽会議のテーマ、

持ち方、進め方等▽将来の人口推
計と医療需要の変化▽入院機能の
役割分担と連携▽救急機能、在宅
医療、外来機能等―について、こ
れまで協議してきた。第回の会
議は、これまでの意見交換を踏ま
えた「中間とりまとめ」を行った。
　今後、第回から第回の会議
では、第回までの課題分析など
を踏まえ、市が実施すべき医療施
策などについて、意見交換する予

定。検討会議を終えた後には、成
果を最終とりまとめとして公表す
る予定でいる。
　第回から第回は、、月
に開催予定。最終の第回を月
中旬ごろに開き、最終とりまとめ
を行う。最終とりまとめを参考と
して、「（仮称）奥州市地域医療
グランドデザイン」を策定する予
定でいる。


